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行列の正則性

余因子行列
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正則性

正則行列

2次正方行列AEM､R)に対してあるxEM2(R)が存在して

AX=XA=/2

が成立するときAは正則であるという． ’
注意

節二従f}
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正則性（十分条件）

定理
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正則性の必要条件
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I

まとめ

以上によって以下の定理を示した．

定理

以下は同値である．

(1)Aは正則である．

(2)Av=0→v=0

(3) |A|≠0
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2018年11月28日微分積分小テスト解答
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問題B= を回転行列で対角化しましよう
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L ノ

解答まずBの固有値を求めます。

"｡M｡-B'-|八可' "251
＝(入－2)(入－5)-22＝(入-1)(入-6)

からBの固有値は入＝1，6であることが分かります。次に入＝－3，7に対して、それぞれの固有ベクトルを

求めます。

(i)入=1のとき、

‘(;)-(;)-(面Ⅲミ)(;)=‘-:,-2,=・
から、固有ベクトルは

（;)=(？)="⑦',≠0Ⅲ
となります。

(iiM=6のとき、

β(;)-‘(;)-(淵)(;)－m-卿"劫－，
から、固有ベクトルは

（;)-い)-'(｣2) ("拳，’ ｜ §、胃
となります。

＝霧咋志(i)蝿志側'こ…=(pi") 満(訓と震…'…行”
となります。さらに
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…'"-(; :)．〃…化邇…
補足さらにPが回転行列ですからP-1も回転行列で

(B(:),(;))-(-(;)F{(;))
＝(浮回":(;)"(;1)-((; :)(;),(;))
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2変数の（狭義）凸関数
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証明
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R2の開集合U上の関数/: U→R

(復習）

／が(α,6)EUで極小・極大ならば八(",6)=jj(",6)=0 」甲や 一~ ー｡T専酌& 写 ,, ~… ｡
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